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浦川原中学校だより － おおらかに、たくましく生きぬく生徒 －

き ず な
重 点 目 標

（１）自ら学ぶ意欲を高め、確かな学力を育む授業の充実
（２）豊かな心と主体的に生きる力を育てる特別活動･部活動の充実
（３）将来の生き方を考えさせる体験活動の充実
（４）地域とともに歩む学校の実現に向けた、家庭や地域との連携強化

第７号 令和３年１１月１５日発行

響 奏 の 時
校 長 ■■ ■■

10月23日（土）に、音楽フェスティバルを開催しました。感染防止対策のため、マスクを着用しての合唱とな

りましたが、大勢の保護者の皆様から御来校いただき、生徒の心のこもった合唱を聴いていただくことができま

した。午後からは、雨の降る寒い中、校舎内外の環境整備作業をしていただき、大変にありがとうございました。

毎年、音楽フェスティバルをとおして感じることは、「浦中生の皆さんのもつ可能性、秘めたる力は本当に素

晴らしい」ということです。クラスの合唱を一つにまとめていく上での課題は、どのクラスも共通していることだと

思います。「練習に集中できない」、「クラスがまとまらない」などといった音楽以前の課題をどのように克服し

ていくか、その過程が大切なのだと思います。学級の中には、合唱で歌うことが好きな人が居れば、好きではな

い人、嫌いな人も居ます。練習そのものに真剣に取り組めない人も居ると思います。だからこそ、自分がクラス

の一員として合唱を創り上げる価値があるのです。音楽フェスティバルでは、こうしたクラスの課題を克服し、音

楽の完成度をいかに高めていけることができたかが一番のポイントのように思われます。「限られた練習時間、

全て充実した練習ができた」と言い切れるクラスは多くなかったかもしれません。それでも、「一つの目標を達

成するためにクラス全員が力を発揮した」という事実が本当に素晴らしいことなのです。

察するに、今までクラス一員として今回の合唱をとおして、「自分がどのような関わり方ができたのか」、「一

人一人の思いや願いを大切にできたのか」、「学級として集団のまとまりを合唱を通じて創り上げることができ

たのか」ということを大切にしながら全力で歌い切った皆さんの清々しい姿が印象的でした。

さて、ＳＭＡＰ代表曲「世界に一つだけの花」の一節に「特別なオンリーワン」という歌詞があります。オンリー

ワンには、「他に無い唯一のもの」、「他では代えがたい」、「たった一つの大切なもの」などという意味がありま

す。

自分たちのクラスが創り上げた合唱は、自分たちのクラスでしか表現できない特別なオンリーワンの合唱な

のです。是非、そのことへの誇りと自信をもってほしいと思います。指揮者、伴奏者、パートリーダー、実行委員を

中心として、クラスが一つになってオンリーワンの合唱を創り上げたことは大変に意義深いものであり、全ての

クラスに対し心から称賛をおくりたいと思います。

さらに、吹奏楽部の皆さんによる演奏も音楽フェスティバルに花を添えてくれました。吹奏楽部の皆さんが心

を込め、一音一音に集中し全力を傾け演奏している姿には目を見張るものがあり、聴衆を引き付けるものがあ

りました。12月11日（土）の県アンサンブルコンテストでの活躍を楽しみにしています。

また、文化部の皆さんが作製のステージ上に掲げられた色とりどりのスローガンも音楽フェスティバルの大

成功に一役買ってくれました。文化部の皆さんの創意あふれるアイディアには毎回感心させられます。素晴らし

いスローガンを作製していただき、本当にありがとうございました。

大きな感動に包まれ、今年度の音楽フェスティバルの幕が閉じました。
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■音楽フェスティバル
１０月２３日（土）に、「響奏（きょうそう）～笑顔と感動のハーモニー～」のスローガンの下、音楽フェスティバ

ルが行われました。各学級の合唱は、どの学級の歌声も月曜日の中間発表会に比べ見違えるように良くなり、
元気な歌声、美しいハーモニーを体育館一杯に響かせました。吹奏楽部の演奏は、随所に工夫が見られ、聴き
手を引き込む愉しいものでした。いずれも「もう少し聴きたい」と思わせる合唱や演奏でした。準備を重ねた実
行委員、努力を重ねた指揮者や伴奏者、スローガンを作製した文化部の人たちなど、様々な人たちの頑張りで
大成功に終わった音楽フェスティバルでした。

■うらがわら花いっぱい運動
１１月１日（月）に、「うらがわら花いっぱい運動」の第二弾を実施しました。地元・

浦川原や地域の皆様との絆づくりや愛着を深めるできること、また、地域の皆様と
の関わりの中で生徒のコミュニケーション力を中心とした社会性を育むことを目的
として企画したものです。生徒は、７月の第一弾に引き続き、同じ事業所を訪問し、
感謝と「頑張りましょう」のメッセージと鉢花を届けました。前回以上に互いに事業
所の方々との交流から地元への親しみを深めたり、挨拶や対人関係のスキルを実
践できたら今回の目標は達成です。下に御協力いただいた事業所を掲載しました。保護者、地域の皆様も桜
草の花とともに子どもたちのメッセージを御覧いただくと共に、子どもたちの頑張りや成長を評価していただ
き、声を掛けていただけたら幸いです。

活動に御協力いただいた事業所一覧
・浦川原農業振興公社 ・丸田歯科医院 ・うらがわら保育園 ・JAえちご上越浦川原支店
・JAえちご上越浦川原物産館 ・浦川原駐在所 ・高齢者福祉センター（いきいきセンター） ・老人介護福祉施設「保倉の里」
・大陽開発 ・山本ぶどう園 ・上越信用金庫 ・浦川原郵便局
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・高田図書館浦川原分館 ・浦川原区総合事務所 ・ＮＰＯ夢あふれるまち浦川原 ・浦川原診療所
・新潟第一酒造 ・東自動車 ・自然芋そば ・ナルス浦川原店
・浦川原体育館 ・ホームタウン ・コメリ浦川原店 ・セブンイレブン上越浦川原店
・三星工業浦川原テクノセンター ・グループホーム癒やしの家「うらがわら」 ・カスガ ・月影の郷
・東屋 ・武江組 ・横田電設 ・ワークセンター「おおすぎのさと」
・ヤマト運輸宅急便浦川原センター ・東頸消防署

■１年「浦川原区内巡り」
１０月２７日（水）に、地元・浦川原の風土や歴史、文化を捉え、その魅力を発信する活動につなげるために、

区内の名所や施設等を訪問・見学する活動として「浦川原区内巡り」を行いました。■■■副会長様を筆頭
に地域協議会の皆様や総合事務所教育・文化グループの方々など、多くの方の力添えをいただき、気付きや
再発見の多い一日となりました。今後、地域協議会の皆様と意見交換をとおし、浦川原の魅力をマップにまと
めていく予定ですが、是非様々な人との関わりや本物との出会いなど、肌で感じた浦川原の素晴らしさを、多く
の人に発信してほしいです。

視察先及び活動に御協力いただいた皆様
○六角堂：■■ ■■ 様 〇虫川大スギ：■■ ■■ 様 〇山田あき歌碑：■■ ■ 様
〇飯室神楽：■■ ■ 様 、 他保存会の皆様 〇木造聖観音像：■■ ■■ 様
〇月影雅楽：■■ ■■ 様 、 ■■ ■■ 様

■１年「薬物乱用防止教室」
１０月２０日（水）に、１年生を対象に「薬物乱用防止教

室」を行いました。学校薬剤師の■■様を講師に迎え、身近
にある薬・カフェイン・たばこに絞って御講演いただいきまし
た。薬やカフェインの効果を確認したり、薬の利用の仕方やカ
フェイン、たばこが体に及ぼす影響について学んだりしまし
た。本間様からは、薬物依存を防ぐためには自分の意思をも
つことが大切で、そのために、たくさんの知識を身に付け、自
分で考えていってほしいとのメッセージをいただきました。今
回の学びをきっかけに、今後健康な生活を送ることができる
ように考えを深め、実践できるようになってほしいです。



- 4 -

■PTA親子奉仕活動
10月23日（土）の午後に、PTA親子奉仕活動として、冬囲い及び校内美化作業を行いました。自分たちが

使っている校舎を、保護者の皆様の力強い応援をいただき、窓はピカピカ、床は目に見える汚れが落ち、見違
えるように綺麗にすることができました。また、１階廊下と体育館下の冬囲いも終わり、去年のような大雪になっ
ても大丈夫な状態になりました。貴重な時間を割き、参加・お手伝いいただいた保護者の皆様、準備・運営して
いただいた総務部の皆様、大変ありがとうございました。

■お知らせ
今年度も、２学期末保護者会に合わせ、作品展を１２月７日（火）～９日（木）に行います。授業や部活、行事

等で作製した生徒の作品に加え、今年度は、保護者や地域の皆様の作品も展示したいと考えています。つきま
しては、出品の希望や意思がございましたら、担当（■■）までお知らせください。
なお、新型コロナウイルス感染症対策の観点から、地域の皆様の来校及び鑑賞は御遠慮いただくこととしま

した。趣旨を御理解いただき、御協力をお願いいたします。

■１２月の行事予定
日 曜 行 事 予 定 日 曜 行 事 予 定

１ 水 17 金

２ 木 全校朝会、生徒会役員選挙立会演説会・投票 18 土

３ 金 県アンサンブルコンテスト壮行式 19 日

４ 土 20 月

５ 日 21 火 学校預り金再振替日

６ 月 22 水 クラスマッチ②

７ 火 個別面談、作品展 23 木

８ 水 個別面談、作品展 24 金 ２学期終業式

９ 木 個別面談、作品展 25 土

10 金 学校預り金振替日 26 日

11 土 県アンサンブルコンテスト 27 月

12 日 28 火

13 月 29 水 学校閉庁日（部活動休止）

14 火 30 木 学校閉庁日（部活動休止）

15 水 31 金 学校閉庁日（部活動休止）

16 木 生徒朝会、専門委員会

【お知らせ】 生徒の活躍、学校の様子をホームページで紹介しています。是非、御覧ください。
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